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世界の穀物需給

（資料）lin.lin.go.jp/alic/month/domefore/2008/jun/jyu-koku.htm に掲載されている「世界の飼料穀物需給」より転載



穀物生産量の年次推移（中国／インド）穀物生産量の年次推移（中国／インド）
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（単位：１０００トン）

350000

400000

450000

500000

250000

300000

350000

中　　国

インド

100000

150000

200000

0

50000

19
90
19
91
19
92
19
93
19
94
19
95
19
96
19
97
19
98
19
99
20
00
20
01
20
02
20
03
20
04
20
05
20
06

（資料）FAOSTATより作成



中国におけるトウモロコシの輸入量中国におけるトウモロコシの輸入量

（単位：1000トン）
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（注）数値は輸入量に援助量を加えたもの（注）数値は輸入量に援助量を加えたもの
（資料）FAOSTATより作成



トウモロコシの期末在庫率100%超
（90年代後半）（90年代後半）
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（資料）阮蔚（２００８）、「コメの需要創出で農業の危機打開を」、http://www.jacom.or.jp/series/shir149/shir149k08040305htmlの内容に
基づき筆者作成



海外食料需給レポート海外食料需給レポート20072007
0707／／0808年度の見通し年度の見通し（農林水産省）（農林水産省）

【生産の動向－前年比】

・穀物（米・麦類・トウモロコシ）は4.2%の増産
・大豆は6.5%の減産（作付面積を16%減少）

【消費の動向ー前年比】

・穀物は2.8%、大豆は4.7%の増加

【期末在庫率】【期 庫 】

・穀物14.7%（小麦18%、トウモロコシ13.1%、米17.1%、大豆17.1%）



世界の穀物需給の逼迫感は強まっているが 最大世界の穀物需給の逼迫感は強まっているが、最大
の需給逼迫要因は「アメリカで創出されたエタノー「アメリカで創出されたエタノー
ル需要ル需要 （阮 ）ル需要」ル需要」（阮；2008）

07／08年度のエタノール向けトウモロコシの需要
は8100万㌧の見込み（日本の年間総消費量の５は8100万㌧の見込み（日本の年間総消費量の５
倍）（阮；2008）

中国は世界最大の大豆輸入国中国は世界最大の大豆輸入国。大豆貿易量の約
半分を占める3000万㌧を輸入する見込み半分を占める3000万㌧を輸入する見込み
（阮；2008）



（資料） nihonkaigaku.org/ham/eacoex/200prob/210envi/212food/foodsd/foodsd.html に掲載されている「世界の食糧需給」から転載



（需要側の要因）（需要側の要因）

１．年間7000万人にのぼる人口の増加
２ 畜産物の需要増加（40億人の人々が豊かな食生活を２.  畜産物の需要増加（40億人の人々が豊かな食生活を

求め、肉や卵、ミルクなどその生産に穀物を大量に必要とする）

３ 穀物のエタノール燃料への転換３.  穀物のエタノ ル燃料への転換

（供給側の要因）（供給側の要因）（供給側の要因）（供給側の要因）

１．水不足

２．土壌浸食

３．気候変動（１度の気温上昇でコメやトウモロコシは10％の収穫減
につながるとされる）

４．収量を大きく増加させる新技術の開発困難



穀物の国際価格の高騰はバイオ燃料生産のための
穀物買い占めと投機マネーの穀物市場への参入穀物買い占めと投機マネ の穀物市場への参入

（１）ブ シ 政権のもとで（１）ブッシュ政権のもとで

2005年にエネルギー法が成立
2012年までに穀物を原料とするバイオエタノ ル75億ガロン2012年までに穀物を原料とするバイオエタノール75億ガロン
（約284億㍑）の使用を義務づける。

2007年に新エネルギー法が成立
目標数値を2022年までにバイオエタノ ル360億ガロンに目標数値を2022年までにバイオエタノール360億ガロンに
引き上げる。このうちトウモロコシ原料のエタノールを2015
年までに150億ガロン(07年実績の2倍強）とする年までに150億ガロン(07年実績の2倍強）とする。



（２）バイオエタノール生産には政府の補助金が支給され
る→農業者は高く買い取ってもらえるエタノール用トる→農業者は高く買い取ってもらえるエタノール用ト
ウモロコシの生産へ向かう。
（07年度には エタノ ル用トウモロコシが輸出用を上回る）（07年度には、エタノール用トウモロコシが輸出用を上回る）

（３）EUは 2020年までに輸送用燃料の10％をバイオディ（３）EUは、2020年までに輸送用燃料の10％をバイオディ
ーゼル燃料に切り替える計画。

（４）もともとトウモロコシをエタノール燃料として使用するよう
に働きかけたのは穀物メジャー （ＡＤＭ社 Archer Danielsに働きかけたのは穀物メジャー （ＡＤＭ社-Archer Daniels 
Midland Company-やカーギル社など ）。

（５）穀物メジャーは、莫大な資金を投じて、世界各地にバイ
オ燃料工場やその原料となる植物栽培プランテーション
を新設・拡張している。



（6）サブプライムローンの破綻をきっかけに株式・
金融市場から逃げ出した投機マネーが、原油

市場と穀物市場へ流れ込み 先物取引で価市場と穀物市場へ流れ込み、先物取引で価

格をつり上げている。

●穀物メジャーという巨大な多国籍アグリビジネスがグ
バル規模で穀物をバイオ燃料 シフトさせるローバル規模で穀物をバイオ燃料へシフトさせる。

●投機マネーが 穀物市場へ流れ込む●投機マネ が、穀物市場へ流れ込む。

世界穀物価格の高騰世界穀物価格の高騰世界穀物価格の高騰世界穀物価格の高騰

（以上の情報は htt // d b j /d /1037/1037 02 ht lに掲載されている「穀物暴騰が招いた食糧危機（以上の情報は、 http://www.mdsweb.jp/doc/1037/1037_02u.htmlに掲載されている「穀物暴騰が招いた食糧危機
元凶はバイオ燃料と投機マネー」に基づく）



アメリカのトウモロコシアメリカのトウモロコシ

「アメリカは世界の穀物需給の絶対的な影響力「アメリカは世界の穀物需給の絶対的な影響力
をもつ」をもつ」（農畜産業振興機構；2008）をも 」をも 」（農畜産業振興機構； ）

世界全体のトウモロコシ生産量は約7億㌧（このうちアメリカ産世界全体のトウモ シ生産量は約7億㌧（ のうちアメリカ産
は38%）

世界全体のトウモロコシ貿易量は8700万㌧（このうちアメリカか
らの輸出量は61%）

大豆の生産量は2.4億㌧（アメリカ産37%）、
大豆輸出量の42％はアメリカ

小麦の生産比率は8%、輸出比率は23%



① トウモロコシ生産地帯・・・中西部コーンベルト地帯

② トウモロコシの連作（以前は作付面積の約9割が大豆との連作）

③連作に強い遺伝子組み換え品種の作付が着実に伸びている
（トウモロコシ作付の73%）

④ 単位面積当たり粗収入は、小麦、大豆に比較して、トウモロコシが
圧倒的に有利圧倒的に有利

⑤ トウモロコシの需要構造（消費量：126.9億ブッシェル／2007年）
飼料： 57.5億ブッシェル
輸出： 21.5億ブッシェル

エタノ ル 34 0億ブ シ ルエタノール： 34.0億ブッシェル

⑥ エタノール生産の副産物は 飼料に転換⑥ エタノ ル生産の副産物は、飼料に転換
（以上の情報は、http://www.jacom.or.jp/series/shir149/shir149s07100504に掲載されている「米国のエネルギー政策に畜産団体も反対運動 畜産物価格引き上げで
対応も」に基づく）



（資料）www.jacom.or.jp/series/shir149/shir149s07100504.html に掲載されている「シリーズ世界の穀物戦略」より転載



穀物生産量等のアルゼンチン・ブラジル・米国の３国間比較

（資料）www.jacom.or.jp/series/shir149/shir149s07100504.html に掲載されている「シリーズ世界の穀物戦略」より転載



サブプライムローンの破たんで行き場を失った投機投機

マネーが原油や穀物の値段をつり上げている。マネーが原油や穀物の値段をつり上げている。バイ
オガソリンの異常なブームが食料や飼料用の穀物

げの値段をつり上げている。

（以上の情報は、www.doro-chiba.org/nikkan_dc/n2008_01_06/n6656.htmに基づく）



原油と穀物の価格高騰の影響原油と穀物の価格高騰の影響原油と穀物の価格高騰の影響原油と穀物の価格高騰の影響

原油価格の高騰原油価格の高騰原油価格の高騰原油価格の高騰

農業生産コストの上昇

農産物流通コストの上昇

食料価格の高騰食料価格の高騰

穀物価格の高騰穀物価格の高騰 生穀物価格の高騰穀物価格の高騰

畜産経営への圧迫
穀物加工メ カ の圧迫

生
活
の
破穀物加工メーカーへの圧迫 破
綻



レスター・ブラウンの見解

（技術開発の可能性）
◆ ５～６％くらい収量をあげる程度の小さな進歩は◆ ５～６％くらい収量をあげる程度の小さな進歩は
期待できるが、2倍、3倍にするビッグジャンプはない。

◆遺伝子組み換え技術は、食料安全保障を確保する
という意味では限定的な効果しかないという意味では限定的な効果しかない。

◆水の生産性を上げる技術開発は可能（点滴かんがいなど効◆水の生産性を上げる技術開発は可能（点滴かんがいなど効
率的な水使用技術、水が少なくても育つ穀物への転換 ）

（以上の情報は eco.nikkei.co.jp/news/article.aspx?id=2007092802401n1 に基づく）

＊『穀物価格の上昇は、生産要素投入の増加等を通じて単収の増加穀 、 増 増
に反映され、単収の各国格差が大きいので格差縮小の過程で増産
される可能性が十分ある』という見解もある（鈴木；2008）。



（資料）www.jpnodong.org/08g8/123/11.htmに掲載されている「629サミット2」より転載（資料）www.jpnodong.org/08g8/123/11.htmに掲載されている 629サミット2」より転載



原油価格の暴騰

資源の枯渇 環境の荒廃

景気の低迷景気の低迷景気の低迷景気の低迷

穀物価格の高騰 国際金融不安

インフレの高進インフレの高進



巨大多国籍アグリビジネス企業巨大多国籍アグリビジネス企業巨大多国籍アグリビジネス企業巨大多国籍アグリビジネス企業

籍 グ ビジ 各■巨大多国籍アグリビジネス企業は、世界各

地に活動拠点を設け、食料の生産から加工・食料の生産から加工・地 活動拠点を設け、食料 産 ら加食料 産 ら加
流通・消費までの全工程を統合流通・消費までの全工程を統合し、世界の食
生活に大きな影響を及ぼしている生活に大きな影響を及ぼしている。

■グローバリゼーションのなかで、国際取引を
展開するアグリビジネス企業は、ますます重展開するアグリビジネス企業は、ますます重
要な役割を担っている。



■穀物を含めた農産物は基本的に自給的性格が強い。
輸出に回されるのは余剰部分であり 国際市場での供国際市場での供輸出に回されるのは余剰部分であり、国際市場での供国際市場での供
給量は変動しやすい。給量は変動しやすい。

■価格が不安定になりやすいことから、穀物取引では将
来の価格変動リスクに対応するために先物取引が活先物取引が活
発に行われてきた。発に行われてきた。

■現在 世界の穀物価格の大半はシカゴ穀物取引所のシカゴ穀物取引所の■現在、世界の穀物価格の大半はシカゴ穀物取引所のシカゴ穀物取引所の
相場を基準にして決められる。相場を基準にして決められる。穀物取引に先物取引お
よびヘッジは欠かせないものとなっている。よびヘッジは欠かせないものとなっている。

（以上の情報は 川本「多国籍アグリビジネスと穀物メジャー」に基づく）（以上の情報は、川本「多国籍アグリビジネスと穀物メジャ 」に基づく）



穀物メジャーの台頭穀物メジャーの台頭穀物メジャーの台頭穀物メジャーの台頭

◆1972年の旧ソ連による穀物の大量買い付けをき かけに 穀◆1972年の旧ソ連による穀物の大量買い付けをきっかけに、穀
物メジャーは急成長を遂げたとされている。穀物メジャーは、世
界の穀物生産高の変動と相場の乱高下、輸出政策の変更によ
り大きな影響を与え続けてきたとされている（茅野 2002）り大きな影響を与え続けてきたとされている（茅野：2002）。

◆世界の穀物市場における着実な需要増大により 現在穀物在◆世界の穀物市場における着実な需要増大により、現在穀物在
庫は次第に減少している。穀物輸出入の担い手である穀物メ
ジャーにとって好ましい市場環境とは、
①穀物の生産高が高水準①穀物の生産高が高水準
②国内需要が旺盛
③輸出が好調③輸出が好調
の３条件であるが、実際にこの3条件が揃うことは、これまでま
れであったという（茅野：2002）。



世界の穀物メジャーとは世界の穀物メジャーとは??

●第２次世界大戦後、世界の食料供給は、すべてアメリカが掌握してきた。。穀物メ穀物メ
ジャー数社の企業が世界の穀物貿易の７０～８０％を握っている。ジャー数社の企業が世界の穀物貿易の７０～８０％を握っている。

●穀物メジャーは、「国際化」「大規模化・高収益化」「企業化」を戦略として実現して
きた。穀物メジャーは、アメリカ政府と癒着・一体化しながら、アメリカ最大輸出商穀物メジャーは、アメリカ政府と癒着・一体化しながら、アメリカ最大輸出商
品である食料を世界に供給。品である食料を世界に供給。

● 戦後、食料生産力が低下していた第三世界の各国に、、援助目的で食料を売り込援助目的で食料を売り込
み始め、み始め、それをアメリカ政府に代わって行ったのが穀物メジャーと呼ばれる多国
籍企業とされている。籍企業とされている。

● 世界の５大穀物メジャー世界の５大穀物メジャー：アメリカのカーギル社、ベルギーのコンチネンタル・グレ
イン社、オランダのブンゲ社、フランスのルイ・ドレフェス社、スイスのアンドレ社。イン社、オランダのブンゲ社、フランスのルイ ドレフェス社、スイスのアンドレ社。
これらは多国籍企業であり、本社はすべてアメリカにおかれている。

（アメリカのＡＤＭ社（Archer Daniels Midland Company）がルイ・ドレフェスの一部を買収し急成長を遂げ、現在では世界（アメリカのＡＤＭ社（Archer Daniels Midland Company）がルイ ドレフェスの 部を買収し急成長を遂げ、現在では世界
第２位の穀物メジャー。アメリカのクック社は５大穀物メジャーの一つであったが、１９７７年に穀物事業から撤退。アメリカ
のコンチネンタル・グレイン社は１９９８年に穀物部門をカーギル社に売却）。



●穀物メジャーは、アメリカ政府関係者との人脈を使い、政治にも深く介入
し、 世界の食料を事実上支配世界の食料を事実上支配しているといわれている。

●穀物メジャーの戦略は、その圧倒的な強さを利用して、WTOの場で貿
易自由化の合言葉とともに、日本をはじめ世界各国の食料自給を放棄世界各国の食料自給を放棄易自由化の合言葉とともに、日本をはじめ世界各国の食料自給を放棄世界各国の食料自給を放棄
させ、さらなる支配を求めている。

●貧しいアフリカ諸国に、収穫時期に補助金付作物を現地で安売り収穫時期に補助金付作物を現地で安売りしてぶ●貧しいアフリカ諸国に、収穫時期に補助金付作物を現地で安売り収穫時期に補助金付作物を現地で安売りしてぶ
つけ、彼らの農業を壊滅に追い込んでいる。

●現在 世界最大の穀物メジャーは カーギル社世界最大の穀物メジャーは カーギル社（Cargil Inc ） 世界６０カ●現在、世界最大の穀物メジャーは、カーギル社世界最大の穀物メジャーは、カーギル社（Cargil Inc.）。世界６０カ
国に７００以上の事業所を設置。売り上げは約６兆円。 世界の穀物貿
易の約２５％を動かす。約１５００両の貨車、約９００台のトラック、１２の
貨物船 ８０のエレベーター（穀物倉庫）を保有 資産は１００億ドル以上貨物船、８０のエレベ タ （穀物倉庫）を保有。資産は１００億ドル以上。
世界６０カ国をオンラインの通信衛星写真で、瞬時に各国の穀物情報
や天候を知ることが可能、ＣＩＡ以上の情報収集能力を持つといわれて
いる。る。

（以上の情報は、diary.jp.aol.com/a4pcpx/44.htmlに基づく ）



穀物メジャーの戦略穀物メジャーの戦略穀物 戦略穀物 戦略

（１）貿易量のシェアを握ることで、価格統制を図り、利益を得る。貿 統

（２）流通拠点を独占し、生産者側もコントロールする。

（３）ＷＴＯなどの国際機関に市場自由化政策を推進させ、食料自給
を崩壊、各国の市場に食い込む。を崩壊、各国の市場に食い込む。

（４）貧困国には、安価な穀物を「支援」の名のもとに大量供給し、現
地の農業を破壊し 食料輸入国 転落させる地の農業を破壊し、食料輸入国へ転落させる。

（５）種子への放射線照射で次世代を残せない しかし冷害や農薬（５）種子への放射線照射で次世代を残せない、しかし冷害や農薬
に強い種子を作付させることで、農家を実質的な支配下に入れる。

（以上の情報は、www.rui.jp/ruinet.html?i=200&c=400&m=100489 に基づく）



食料価格はどうやって決まるのか食料価格はどうやって決まるのか??
（支配的企業モデル）（支配的企業モデル）

ドル

S

ドル
ドル

mc

P1

mc

P2

A

０ Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３
D

P0 dmr
０ Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ X30 （X2-X0）
（a）多数の小企業 （b）支配的企業

X

（資料） 岩田規久男『ゼミナール ミクロ経済学入門』日本経済新聞社，1998



アフリカ諸国への影響アフリカ諸国への影響アフリカ諸国への影響アフリカ諸国への影響

際 グ ビジ ジ際 グ ビジ ジ（１）国際アグリビジネスと穀物メジャーは国際アグリビジネスと穀物メジャーは

アフリカの農業を支配していないかアフリカの農業を支配していないか??アフリカの農業を支配していないかアフリカの農業を支配していないか??
プランテーション経営による強力な支配

（生産・流通・加工・輸出で傘下に）

●生産資源 利用を主体的に意思決定 きな●生産資源の利用を主体的に意思決定できない
●債務の返済はあまりにも荷重である



（２）輸入穀物はアフリカ農業を破壊する輸入穀物はアフリカ農業を破壊する

安価な輸入穀物安価な輸入穀物 農業 経済的 ブを農業 経済的 ブを安価な輸入穀物安価な輸入穀物 →→ 農業の経済的インセンティブを農業の経済的インセンティブを

喪失させる。喪失させる。

高価な輸入穀物高価な輸入穀物 →→ 農業者を含め生活を破綻に導く。農業者を含め生活を破綻に導く。

（３）（３）農業者に経営の主体性と資源へのアクセス農業者に経営の主体性と資源へのアクセス（３）（３）農業者に経営の主体性と資源へのアクセス農業者に経営の主体性と資源へのアクセス

を復権させることがキー・ポイントを復権させることがキー・ポイント
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